
都市部との交流で
地域を活性化する。

南
さ
つ
ま
市
の「
金
峰
町
長
谷
集
落
」
は
、
高

齢
化
率
が
80
％
を
超
え
、
共
同
生
活
の
維
持
が

厳
し
い
地
域
で
、
田
畑
の
荒
れ
地
や
担
い
手
不

足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

南
か
ら
の
潮

流
」
は
、こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、長

谷
集
落
の
棚
田
の
保
全
な
ど
自
然
を
活
用
し
た

都
市
部
と
の
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。

平
成
19
年
度
に
は
、
長
谷
集
落
の
棚
田
を
活

用
し
た
米
づ
く
り
体
験
を
募
集
。
鹿
児
島
市
や

指
宿
市
な
ど
か
ら
11
家
族
30
名
の
応
募
が
あ

り
、集
落
の
高
齢
者
と
応
募
し
た
家
族
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で

を
行
っ
た
ほ
か
、ニ
ジ
マ
ス
の
放
流
や
し
い
た
け

栽
培
な
ど
の
交
流
事
業
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、平
成
20
年
度
に
は
、長
谷
集
落
と
周

辺
の
集
落
を
結
び
つ
け
る
た
め
、
自
然
木
を
活

用
し
た
道
標
の
設
置
や
、遊
歩
道
、ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
陶
芸

用
の
登
り
窯
の
設
置
な
ど
の
事
業
も
展
開
し
て

い
る
。

本
年
２
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

成
果
を
生
か
し
て
、「
稚
児
の
滝
自
然
体
験
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
募
集
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

定
員
が
埋
ま
り
、
参
加
者
は
薬
草
、
山
菜
狩
り

や
そ
ば
打
ち
体
験
、
陶
芸
教
室
な
ど
の
自
然
体

験
活
動
を
満
喫
し
た
。

田た

代し
ろ

昌ま
さ

弘ひ
ろ
・
理
事
長
は
、「
周
辺
の
方
々
の
協

力
の
も
と
、
長
谷
集
落
の
住
民
は
都
市
と
農
村

の
楽
し
い
交
流
が
で
き
た
こ
と
や
、
金
峰
町
長

谷
集
落
の
活
性
化
の
様
子
が
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
報
道
さ
れ
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

方
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
集
落
の
高
齢
者
の

方
々
に
元
気
が
出
て
き
た
よ
う
だ
」
と
笑
顔
で

話
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
取
り
組
み

を
広
げ
る
た
め
、地
域
の
自
治
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、

協
働
と
い
う
視
点
で
話
し
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
地
域
振
興
局
・
支
庁
単

位
で
開
催
し
て
い
る
。

共
生
･
協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、

各
地
域
で
熱
心
な
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
集
落
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
す
る
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
の
取
り
組
み
へ

の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

共生・協働の地域社会づくり
南さつま市 NPO法人 プロジェクト 南からの潮流

共生・協働の地域づくりやNPO法人に関するお問い合わせ先
◎共生・協働推進課（県庁9階）
◎共生・協働センター（かごしま県民交流センター内）

☎099-286-2241
☎099-221-6613

関連情報は、県ホームページの「共生・協働（NPO・ボランティア）」にも掲載しています。

かごしまの地域を元気に！

【稚児の滝自然体験モニターツアーでの
 陶芸教室】

【南薩地域振興局でのパートナーシップミーティ
ングの様子】

【高齢者や子どもたちによる稲刈り風景】

集
落
と
N
P
O
と
の
連
携

～
協
働
の
広
が
り
～

田代 昌弘　理事長

　「3月に完成した登り窯は、6月に初めて
の火入れを行う予定です。
　今後も、地元の方と力をあわせ、陶芸を中
心としたさまざまな体験事業を精力的に展
開していきます。
　そして、この長谷がたくさんの方に訪れ
てもらえるような場所になることを楽しみ
にしています」。

代表者からひとこと
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